
 

 

 

 

例年、二十歳を迎える卒院生と職員の『成人をお祝いしたい気持ち』にミスマッチが起きてい

た「二十歳の会」。 卒院生が一人も参加できないという年もありました。 

今年は、できるだけたくさんの二十歳を迎える卒院・退所児をお祝いすることを目標に様々な

工夫を講じた結果、当日は対象 9 人中、8 人の元児童が足を運んでくれました。 

開催

開催日程：対象の元児童に都合の良い希望日を聞いてから日にちを設定。ハガキの返信はなく、個別
に LINE 等で連絡した。 

開催時間：午後の長い時間を設定し、その中でそれぞれの都合のよい時間に来てもらう形式。 

内容：対象の元児童が一堂に会すことや、プログラム等をなくして「会に参加」ではなく、『お祝い金を
直接贈呈するため職員に会いに来てもらう』というスタンスに変更。ゆかりのある職員・退職職
員がそれぞれの元児童の来場に合わせてお祝いに駆けつけ、お菓子などを囲み談笑、写真撮影な
どをした。 


